
  

【令和元年度 事業計画】 

 

１．１ 事業内容 

本会の目的を達成するため、次の事業を行う。 

(1) 電気事故防止に関する周知、宣伝、指導 

 (2) 電気施設の安全に関する調査並びに周知、宣伝、指導 

 (3) 電気工事に関する安全指導 

 (4) キュービクル式受電設備並びに電気用品に関する調査、周知、宣伝 

 (5) 電気保安功労者の表彰 

 (6) その他安全に関する活動の推進 

 

１．２ 令和元年度電気使用安全月間 重点活動テーマ（全国共通） 

＜ 一般向け ＞ 

・日頃から電気の安全を心がけ、かしこく上手に使いましょう 

 （平成３０年度から継続） 

 ※電気を「正しく」「安全に」使うことはもちろんのこと、あわせて「かしこく」「上

手に」電気の有効利用や省エネを意識してもらいたいという趣旨です。 

 

＜ 自家用設備向け ＞ 

・自家用設備の電気事故は、適切な保守点検と計画的な更新で防ぎましょう 

 （平成３０年度から継続） 

 ※自家用設備の電気事故防止のためには、「適切な保守点検」と「計画的な更新」が

大切であり、当該設備の電気主任技術者と設置者が協力し合って電気事故の防止に努

めてもらいたいという趣旨です。 

 

＜ 自然災害対策 ＞ 

・地震、雷、風水害などの自然災害にともなう電気災害に注意しましょう 

                 （平成３０年度から一部変更） 

※近年、風水害などをはじめとした自然災害が多発し、それにともない電気設備（例え

ば、太陽光パネル等の浸水や電線の断線など）による感電のおそれなど、さまざまな

電気災害の危険性が高まっていることに対し注意喚起するという趣旨です。 

 



  

１．３ 具体的な事業計画 

 電気設備の保守及び感電事故防止を図るため、電気安全全国連絡委員会及び電気安全九州委員会

賛助会員と密接な連携をとり、次の事項を重点的に実施する。 

(1) 電気安全に関する意識の啓発を図るため、「電気使用安全月間」を中心に電気関係業界と協力し、

積極的なＰＲ活動等を実施する。また、様々なツールを活用した情報発信の充実に取り組むと

ともに、ＶＲを活用した安全教育に取り組む。 

(2) 自家用電気工作物施設者への実態調査を行い、保安功労者についての表彰を実施する。 

(3) 電気事故防止及び、安全確保を図るとともに、電気技術者の技術向上を推進するため、各種

講習会を開催または協賛する。 

計 画 事 項 
ス ケ ジ ュ ー ル 

備 考 
４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３

・ 公衆感電事故防止活動の推進 

・ 電気使用安全月間行事の推進 

・ 電気安全ポスター・パンフレット配布 

・ 電気安全意識の醸成に資する 

電気安全ビデオの販売の促進 

・ 様々なツールを活用した情報発信の充実 

・ ＶＲを活用した安全教育への取組み 

             

 

 

 

 

 
 

・ 自家用電気工作物施設者、電気工事業者の

調査・指導の実施 

・ 高圧ケーブル工事技能認定講習会開催 

・ キュービクル式高圧受電設備の推奨品・

認定品の普及 

             

 

 

 

 

・ 電気保安功労者の推薦・表彰の実施 

(大臣・部長表彰推薦、委員長表彰実施) 

・ 工場等・個人の推薦依頼先拡大 

            
 

 

・推薦依頼先
拡大を検討

・ 電気関係(安全・法規)実務講習会の開催 

[協賛する主な講習会] 

・ 電気設備保全管理講習会  

・ 太陽光発電設備メンテナンス技術講習会 

・ 労働安全衛生特別教育(低圧)講習会 

・ 労働安全衛生特別教育(高圧・特別高圧)講習会

・ 電気設備技術基準・解釈講習会 

・ 内線規程講習会 

・ 電気工事作業指揮者安全教育講習会 

・ 保護継電器試験実技講習会 

             

 

 

 

・出前講習も

都度実施 

 

 

・ 会計監査 

・ 幹事会の開催 

・委員会の開催 

 

 

 

 

           

 

 

冬季(12月～2月)

表彰式(8/7)

推薦依頼・受領・審査 調査

表彰審査委員会

春季(3月～5月)

推薦

春季

4/9

4/17

5/22

講習会で紹介 評価(受講者意見等)及び次年度取組検討


